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　町の公式ホームページにおいて、
まちのニュースが随時更新されて
おり、いち早くご覧になれます！
　また、フェイスブックの公式ペー
ジも公開されていますので、町ホー
ムページにある右記のボタンをク
リックしてご覧ください。

3 月 8 日 （土） 東日本大震災復興支援チャリティー 「おんがくの集い」

★特集「ほたるの里」から東京五輪の星へ・２
★輝け雪のまちフェスタ・・・・・・・・・４
★おんがくの集い・・・・・・・・・・・・５
★まちのニュース・・・・・・・・・・・・６
★寄付・受賞・監査報告・・・・・・・・・９
★農地・水事業・・・・・・・・・・・・・10
★ふれあいＩＮＦＯ・・・・・・・・・・・11
★沼田消防から（消報 )・ ・・ ・・・・・・・12
★沼田警察署から・・・・・・・・・・・・13
★生涯学習ゆめっくる・・・・・・・・・・14
★図書館から・・・・・・・・・・・・・・15

今月の主な内容

大震災から３年、絆を再確認！
みんなが笑顔になるように

沼田町は

　　　今年、開拓１２０年を迎えます。
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特
集
「
ほ
た
る
の
里
」
か
ら
東
京
五
輪
の
星
へ

　
　
　
　
　
　

『
目
標
が
高
く
な
る
と
行
動
が
変
わ
る
』

　
　
　

沼
田
町
出
身　

廣
瀬
七な

な

海み

さ
ん
（
旭
川
実
業
高
校
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
）

　

２
月
16
日
（
日
）
に
、
旭
川
市
の

旭
川
実
業
高
校
体
育
館
で
、
沼
田
町

出
身
の
旭
川
実
業
高
等
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
廣
瀬
七
海
（
な
な
み
）

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

廣
瀬
さ
ん
は
、
沼
田
町
生
ま
れ
で
、

体
格
や
身
体
能
力
に
恵
ま
れ
て
い
る

事
も
あ
り
、
友
人
の
誘
い
で
、
沼
田

小
学
校
３
年
生
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
年
団
「
リ
ト
ル
ポ
プ
ラ
」
に
入
団

し
、
沼
田
中
学
校
時
代
に
は
２
年
連

続
で
中
学
女
子
北
海
道
選
抜
に
選
出

さ
れ
、
平
成
25
年
４
月
に
高
校
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
強
豪
、
旭
川
実
業

高
校
に
進
学
し
ま
し
た
。
旭
川
実
業

高
校
で
は
、
１
年
春
か
ら
試
合
に
出

場
、
早
く
も
頭
角
を
現
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
、
「
春
高
バ
レ
ー
」
で
の
全
国
大

会
出
場
に
エ
ー
ス
と
し
て
大
き
く
貢

献
し
、
全
国
雑
誌
で
あ
る
月
刊
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
で
は
特
集
「
金
の
卵
」
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
、
将
来
を
嘱
望
さ

れ
て
い
る
存
在
で
す
。

　

体
育
館
で
は
、
道
北
地
域
の
各
地

区
中
学
女
子
選
抜
の
合
同
練
習
会
と

し
て
、
練
習
試
合
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
沼
田
中
学
校
の
山
田
明
日
希

（
あ
す
き
）
さ
ん
も
深
川
選
抜
の
一

員
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
取

材
当
日
の
廣
瀬
さ
ん
は
、
他
の
部
員

と
共
に
、
寮
の
食
事
当
番
で
し
た
が
、

深
川
選
抜
の
激
励
に
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
し
た
。

後輩の山田明日希（沼中）さんと

　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
の
岡
本
監

督
は
「
最
近
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
東
京
五
輪
を
視
野
に
入
れ
、
成
長

さ
せ
て
実
業
団
に
送
り
出
し
た
い
で

す
。
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
廣
瀬
さ
ん
は
、
地
元
沼
田

の
後
輩
に
「
私
の
中
学
時
代
の
目
標

は
北
海
道
一
の
選
手
に
な
る
事
で
、

今
の
目
標
は
、
東
京
五
輪
で
活
躍
す

る
事
で
す
。
目
標
を
高
く
持
つ
と
毎

日
の
行
動
が
変
わ
り
ま
す
。
後
輩
の

み
ん
な
に
は
中
学
ま
で
に
全
道
や
全

国
大
会
に
行
く
経
験
を
し
て
ほ
し
い

で
す
。
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
、
中

学
ま
で
の
同
級
生
で
宝
塚
音
楽
学
校

の
飯
田
花
音
（
か
の
ん
）
さ
ん
と
「
将

来
、
同
級
生
の
五
輪
選
手
と
宝
塚
ト
ッ

プ
ス
タ
ー
と
し
て
テ
レ
ビ
で
共
演
し

た
い
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

岡本監督と

　２



３
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応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ぬ
ま
た
エ
ン
ジ
ョ
イ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
沼
田
リ
ト
ル
ポ
プ
ラ
」　

指
導
者　

森
田
弘
美

　　

七
海
は
、
小
学
校
３
年
生
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少
年
団
「
沼
田
リ
ト
ル
ポ
プ
ラ
」
に

入
団
し
、
当
時
か
ら
身
長
も
大
き
く
、
目
立
つ
存
在
で
し
た
が
動
き
は
一
番
ぎ
こ
ち
な

く
て
、
上
手
と
言
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

私
が
直
接
指
導
に
携
わ
っ
た
の
は
、
小
学
５
年
生
の
一
年
だ
け
で
、
厳
し
い
練
習
も

あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
上
級
生
に
な
る
に
つ
れ
、
プ
レ
ー
の
事
、
気
持
ち
の
事
も
監
督
・

コ
ー
チ
に
言
わ
れ
な
が
ら
意
識
も
高
ま
り
、
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　

６
年
生
で
は
臼
井
監
督
の
も
と
、
キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
、
北
北
海
道
大
会
に
出
場
で
き
、

自
分
で
も
努
力
し
て
良
く
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

中
学
生
に
入
っ
て
か
ら
は
、
選
抜
に
も
選
ば
れ
て
、
チ
ー
ム
で
練
習
す
る
こ
と
が
少

な
い
中
、
沼
田
で
の
練
習
も
お
ろ
そ
か
に
な
ら
な
い
よ
う
に
努
力
は
し
て
き
た
と
思
い

ま
す
が
、
気
持
ち
の
強
い
子
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
や
は
り
家
族
の
支
え
、
チ
ー
ム
の

理
解
・
同
級
生
の
協
力
が
な
く
て
は
、
今
の
七
海
は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
、
同
じ
「
沼
田
リ
ト
ル
ポ
プ
ラ
」
の
卒
団
生
で
す
が
、
高
校
は
妹
背
牛
商
業
で

親
元
を
離
れ
て
寮
生
活
、
朝
か
ら
晩
ま
で
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
続
け
ま
し
た
。
実
業
団

に
入
っ
て
か
ら
は
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
使
っ
て
も
ら
お
う
と
、
朝
７
時
開
始
の
朝
練
習
前

の
早
朝
４
時
に
起
き
て
体
育
館
に
行
き
練
習
し
、
夜
も
夕
食
後
に
は
体
育
館
に
戻
っ
て

練
習
す
る
日
々
で
し
た
。

　

ど
ん
な
に
バ
レ
ー
を
続
け
て
き
て
も
、「
こ
れ
で
い
い
！
」
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
日
々

の
努
力
を
怠
る
こ
と
な
く
、
周
り
の
理
解
や
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
感
謝
し
、

ま
ず
は
３
年
間
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

恵
ま
れ
た
身
体
を
活
か
し
、
今
後
の
日
本
を
背
負
っ
て
い
け
る
エ
ー
ス
と
な
れ
る
よ

う
日
々
を
大
切
に
送
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

そ
し
て
、
皆
に
助
け
て
も
ら
い
教
え
て
も
ら
っ
た
事
を
、
今
度
は
指
導
者
と
な
っ
て
、

沼
田
町
の
子
ど
も
達
に
伝
え
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

   

月
刊
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
２
月
号
よ
り
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輝 け 雪 の ま ち

フ ェ ス タ ２ ０ １ ４
　

３
月
８
日
（
土
）
９
日
（
日
）
、

旧
沼
田
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
輝
け
雪
の
ま
ち
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
４
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
催
は
、
商
工
会
青
年
部
、
北

い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合
青
年
部
沼

田
支
部
、
役
場
青
年
女
性
部
で
構

成
さ
れ
る
輝
け
雪
の
ま
ち
フ
ェ
ス

タ
実
行
委
員
会
で
、
今
年
で
12
回

目
を
数
え
、
平
成
14
年
６
月
21
日

宣
言
の
『
輝
け
雪
の
ま
ち
宣
言
』

に
謳
わ
れ
て
い
る
「
雪
へ
の
理
解

を
深
め
、
一
人
ひ
と
り
が
雪
に
親

し
み
、
雪
と
共
存
す
る
た
め
の

活
動
を
進
め
ま
す
。
」
を
よ
り
具

現
化
す
る
為
に
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

天
候
は
、
初
日
は
曇
り
空
で
心

配
さ
れ
ま
し
た
が
、
２
日
目
は
晴

天
で
し
た
。

　

会
場
は
、
初
日
の
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
の
後
、
お
宝
巻
き
、
大
型
滑
り

台
、
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
や
雪
上
大

玉
こ
ろ
が
り
、
雪
中
２
人
３
脚
、

雪
中
つ
な
引
き
、
雪
合
戦
等
の
イ

ベ
ン
ト
で
賑
わ
い
ま
し
た

　

来
場
者
は
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の

合
間
に
、
屋
台
で
雪
ん
子
焼
き
な

ど
の
メ
ニ
ュ
ー
を
楽
し
み
な
が

ら
、
元
気
に
友
達
や
仲
間
と
遊
ん

で
雪
と
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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お ん が く の 集 い
　

３
月
８
日
（
土
）
、
町
民
会
館
で
、
「
～
東

日
本
大
震
災
復
興
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
～
お

ん
が
く
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
の
持
つ
魅
力
を
通
じ
て
、
東
日
本
大

震
災
の
被
災
地
の
復
興
を
支
援
し
よ
う
と
沼

田
歌
声
サ
ー
ク
ル
（
ド
リ
ー
ミ
ー
♥
ぐ
ら
ん

ま
）
と
沼
田
吹
ガ
ー
ル
ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
が
主

催
し
、
昨
年
に
続
き
２
回
目
の
実
施
で
す
。

　

今
年
は
、
シ
ダ
ッ
ク
ス
グ
ル
ー
プ
主
催
「
ほ

た
る
館
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

大
会
」
優
勝
の
留
萌
市
在
住
の
神
林
留
美
子

さ
ん
と
、
「
全
国
歌
の
甲
子
園
」
最
優
秀
歌

唱
賞
の
湧
別
町
在
住
の
徳
原
海
さ
ん
を
迎

え
、
花
を
添
え
、
約
70
人
が
出
演
し
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
飲
み

物
の
売
店
等
で
華
や
ぎ
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　

来
場
者
は
、
約
３
０
０
人
で
出
演
者
の
保

護
者
や
家
族
、
仲
間
等
で
、
真
剣
な
眼
差
し

で
応
援
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
主
催
者
の
沼
田
歌
声
サ
ー
ク
ル
（
ド

リ
ー
ミ
ー
♥
ぐ
ら
ん
ま
）
と
沼
田
吹
ガ
ー
ル

ズ
（
Ｎ
Ｓ
Ｇ
）
よ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
諸
経
費

を
差
し
引
い
た
入
場
料
等
の
全
て
は
、
被
災

地
の
幼
稚
園
、
小
、
中
、
高
校
に
対
し
楽
器

関
連
の
復
興
支
援
を
行
う
「
Ｓ
ｃ
ｈ
ｏ
ｏ
ｌ

Ｍ
ｕ
ｓ
ｉ
ｃ　

Ｒ
ｅ
ｖ
ｉ
ｖ
ａ
ｌ
」
へ
寄
付

し
ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
開
催
の
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
売
上
全
額
も
「
沼
田
町
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
」
に
寄
付
し
ま
し
た
。
（
関
連

記
事
９
ペ
ー
ジ
）

～東日本大震災復興支援チャリティー～

会場の様子 沼田保育園 松坂　結
（Ｈａｐｐｙ　Ｓｕｎｄａｙ）

吟剣詩舞和翔会

沼田民謡保存会 越中おわら踊り同好会 田中敏夫
（沼田幼稚園長）

竹原靖人
（沼田中学校教諭）

神林留美子
（第一部ゲスト）

沼田吹ガールズ 来場者の皆さん 藤崎　悠
（沼田町商工会職員）

沼田詩吟道場 二胡　牡丹花 ドリーミー♥ぐらんま 徳原　海
（第ニ部ゲスト）



　２月１４日（金）に、ほろしん温泉ほたる館で、第１５回全国
地酒まつりが行われました。
　東日本大震災復興支援として実施され、会場は、参加した約
１５０名が、全国各地の日本酒を中心に、焼酎やビールやジュー
スの飲み物やお寿司やモツ煮込み等の食べ物を楽しみながら、希
望者による日本酒の味を当てる利き酒ゲームで盛り上がりました。
　最後の抽選会では、お菓子等の景品が用意され、抽選に当たっ
た参加者は嬉しそうに会場を後にしました。

第１５回全国地酒まつり
例年恒例の

　６

　２月１６日（日）に、町民会館で、渡部稔氏叙勲祝賀会が開催
されました。
　渡部氏は、昭和３３年に沼田消防団に入団、その卓越した指揮能
力が認められ平成１０年に全団員の推薦を受けて沼田消防団長に
就任され、住民が安心して暮らせる街づくり実現のために尽力し、
団員の全幅の信頼を得ています。それらの功績が認められ、平成
２５年秋の叙勲において、瑞宝双光章を受章しました。
　会場には、約２２０名が来場し、渡部夫妻を祝福しました。

地域住民の生命と財産を守り続けて

渡部稔氏叙勲祝賀会

　２月１１日（祝・火）に町営高穂スキー場で、第６５回町民スキー
大会兼第１５回高穂スキー場まつりが行われました。
　体育協会が主催し、多くの近隣の住民にウインタースポーツの
楽しさを通じて、高穂スキー場の利用促進につなげようと実施し
ています。
　会場は、晴天の下、就学前児童や小中学生及び保護者等の約
２００名程度の来場で、スキー大会やジャンプ大会、大人スキー
レッスン、スノーボード無料レッスン、おしりすべり大会等、盛
りだくさんのプログラムで盛り上がりました。
　主管団体の渡辺敏昭スキー連盟会長は、「スノーボードの技術レ
ベルが向上している」と講評していました。

第６５回町民スキー大会兼第１５回高穂スキー場まつり
雪に親しむ！

　ぬまたエンジョイスポーツクラブ主催のミニバレーボール大会
が２月２日（日）に町民体育館で行われました。
　ぬまたエンジョイスポーツクラブミニバレーボール大会は、愛
好者同士の交流と健康増進を目的に実施されています。
　参加者は、成果を発揮すべく、勝利を目指して、声を掛け合い
ながらボールを追っていました。
　なお、結果は下記のとおりです。
　ミックスの部　　優　勝：ちょいスポ　　準優勝：Ｌａｄｙｂｕｇミックス　第３位：茶組っくす
　女 子 の 部　　優　勝：スプラッシュ　準優勝：ホワイト　　　　      　第３位：オレンジブルー
　ミドルの部　　優　勝：ミドルＣ　　　準優勝：ミドルＢ　　　　　      第３位：ミドルＡ

エンジョイミニバレーボール大会

健康の輪が広がる

まちのニュース
Numatatown News
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Numatatown News
まちのニュースちのニュース

トレーニングマシン講習会
　２月２４日（月）に、沼田町健康福祉総合センター「ふれあい」
でトレーニングマシン講習会が開かれました。
　トレーニングマシン講習会は、ふれあいに設置しているトレー
ニングマシンの利用促進を図ろうと企画しました。
　７名の参加者は、健康運動指導士から、マシンを活用するメ
リットは、目的の筋肉をケガなく鍛えられる事。目的に応じて
回数や重さ、速さ等を変更できる事を教わり、使用の心得を学び、
今後の目標設定を考えていました。

安全に効果的に

　７
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マタニティークラブ
　２月１９日（水）に、沼田町健康福祉総合センター「ふれあい」
でマタニティークラブが開かれました。
　マタニティークラブは、出産経験のある妊婦や初めて妊娠し
ている妊婦同士の交流を促し、お互いの情報交換を図る事によ
り、妊娠中の日常生活や食生活の不安を取り除き、妊娠のイメー
ジを持ってもらおうと企画されています。
　４名の参加者は、健康相談や栄養相談、妊婦に関する本の紹介、
自己紹介、出産に関する DVD 鑑賞の後、食生活や妊婦生活に関
する講話を聞きながら、最後に小豆のお赤飯やはんぺんのチー
ズサンドフライ、ほうれん草の海苔和え、たっぷり野菜のお味

噌汁、牛乳寒天といった栄養素がたくさん使用されているメニューを試食し、参加者同士で談笑してい
ました。

妊婦同士の交流を

　２月１９日（水）に、沼田町認知症高齢者グループホーム「な
ごみ」で絵本の読み聞かせが行われました。
　図書館では、一人でも多くの住民に本に親しんでもらおうと、
定期的に和風園や旭寿園、幼稚園等の施設に出向き、読み聞か
せを実施しています。
　９名の入所者は、図書館司書の読み聞かせやボランティアの
長田さんによるハーモニカ演奏を楽しく鑑賞していました。

なごみで読み聞かせ

韓国の学生が沼田町の雪冷熱活用を見学
　北海道と友好提携を結んでいる韓国の学生 30 名と、韓国と交
流している日本人学生２２名が２月２５日（火）北海道との交流
事業の一環として沼田町を訪れました。
　これは、北海道が実施する事業で、２月２０日（木）から３月
１日（土）までの間、韓国人学生に北海道に滞在してもらい、北
海道のことを学んでもらうことを目的とし、この度、雪冷熱活用
の先進地である沼田町に訪れたものです。
　学生達は、健康福祉総合センターで金平町長と通訳を交えて懇
談。金平町長は「沼田町は雪を上手に活用しています。こういう
交流事業で両国の勉強することが必要だ」と学生達に語りかけ、

学生からは「韓国ではこんなに雪が降らないので感動しました。雪をエネルギーに変えるなんてことは、
観光で来ただけではわからない。今回、貴重な経験をしています」と興奮気味に話をしていました。
　その後学生達は、「雪の科学館」「スノークールライスファクトリー」など雪関連の施設を見学し、雪冷
熱エネルギーの活用の説明を熱心に聞いていました。

ハーモニカの演奏も
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のぞみ会で百人一首
　３月３日（月）に、ふれあいで、のぞみ会が開かれました。
　のぞみ会は、高齢者同士の触れ合いを促し、健康的な生活を過
ごしてもらおうと定期的に開催しています。
　８名の参加者は、百人一首愛好者の指導の下、輪になって札を
囲み、和気あいあいとなって楽しんでいました。
　愛好者の石脇敏彦さんは、「少しでも楽しんでもらえたら良い
です」と話していました。

高齢者の気軽な寄合所

身近な問題への理解を深める

　８
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　３月４日（火）に、ふれあいで、ＪＡ北いぶき女性部沼田支部（以
下ＪＡ女性部）主催の料理講習会が実施されました。
　ＪＡ女性部では、講師に沼田町食生活改善協議会から管理栄養
士や会員を迎え、生活習慣病の予防を目的に、食べ物の色（赤黄緑）
が体にどのような影響をもたらすかを考え、会員相互の交流を深
めようと企画しました。
　ＪＡ女性部２２名と食生活改善協議会９名の合計３１名の参加
者は、自己紹介で、それぞれの食へのこだわりを披露しました。
また保健師や管理栄養士の健康栄養について説明を受けた後、食生活改善協議会会員の指導の下、「★身近
な食材を使って★簡単スピード料理に挑戦！」と題して、７品のレシピに沿って調理講習を開始しました。
　会場の調理室では、参加者は５グループに分かれて、手順やさじ加減をお互いに確認しながら、手際よ
く調理していました。

ＪＡ北いぶき女性部沼田支部が料理講習会

　レプリカ工房でカイギュウ復元骨格が２月２４日（月）に公開
されました。
　この復元骨格は、新潟県長岡市立科学博物館から、昨年度に発
注を受けた、平成１６年の中越地震によって、新潟県長岡市内の
崩落した崖から発見された約２００万年前のカイギュウです。
　沼田町化石館のレプリカ工房では、これまで地元で発見された
化石のクリーニングやレプリカ製作以外に、サッポロカイギュウ
や、長野県のトガクシカイギュウなどこれまで大型のカイギュウ
骨格製作に取り組んできた実績が買われ、今回の依頼となりました。
　カイギュウレプリカは、その全長は７．３ｍ、最大の幅は２ｍもあり、作成に１年半を費やし、一目見
てその大きさに驚かされます。また、しなやかにカーブする背骨のラインからは、この動物がかつて生き
て海の中を泳いでいた様子を想像することができます。
　なお、完成した骨格は３月初旬に、現地での組立・展示作業して納品されました。

レプリカ工房でカイギュウ復元骨格が完成

　３月４日（火）に、ふれあいで、沼田長生クラブとの懇談会が
開かれました。
　長生クラブと町では、意見交換を通じて相互理解を深めようと、
随時、懇談会を実施しています。
　今回は、町から、農村型コンパクトエコタウン基本構想や病院
の無床診療所化に伴う新たなサービス、予約制町営バスの運行、
子供応援団登録のお願いについての説明を行い、長生クラブの会
員から疑問点についての質問がありました。
　参加した５１名の会員は、休憩を含めて２時間３０分の予定を超える中でも、町からの応答を真剣に聞
いていました。

沼田長生クラブとの懇談会
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中山勝さんが北海道産業貢献賞を受賞
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。

　ありがとうございました。

沼田町監査委員より　定期監査の報告
　去る、2月 12 日から 17 日まで（土日除く）の 4日間、沼田町監査委員による、沼
田町会計の定期監査を行いました。
　これは、地方自治法第 199 条の規定より、沼田町のお金が住民のために最小の経
費で最大の効果を挙げるよう効率的に使われているかなどを監査するもので、更に
各課（各委員会）の事務・事業の執行状況についても併せて監査したものです。
　結果、12 月末現在におきまして平成 25 年度の事業執行及び財務事務等全般につい
て、適正に執行されていることを報告させて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　沼田町監査委員　金　子　幸　保　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〃　　　　渡　邊　敏　昭　
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高
齢
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過
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、
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て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
19
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度
か
ら

農
業
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が
中
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と
な
り
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ぐ
る
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で
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ど
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地
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全
管
理
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事
業
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れ
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
内
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、
こ
の
事
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を
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と
ん
ぼ
の
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来
・
北
の
里
づ
く
り
対
策
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と
い
う
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称
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動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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の
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設
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の
定
期
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回
点
検
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掃
、
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の
持
つ
貯
留
機
能
向
上
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動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
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地
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礎
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な
保
全
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理
活
動
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・
農
道
の
点
検
や
草
刈
り
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補
充
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き
め
細
や
か
な
雑
草
対
策
等
、
点
検
活

動
か
ら
実
践
活
動
ま
で
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆
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同
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動
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容

　

沼
田
町
で
は
、
こ
の
事
業
が
開
始
さ
れ
た
平
成

19
年
度
か
ら
、
町
全
体
を
東
西
２
地
区
の
活
動
組

織
に
分
け
、
農
業
者
・
非
農
業
者
の
協
力
の
も
と
、
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々
な
共
同
活
動
を
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ま
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。

◆
沼
田
町
で
の
取
り
組
み

◆
「
と
ん
ぼ
の
未
来
・

北
の
里
づ
く
り
対
策
」
と
は
？

◆交付対象農用地面積
　【単位／面積：a・交付金額：千円】

西部地区活動組織

（用水路草刈り）

東部地区活動組織

（水路の泥上げ）

※交付単価　田 2,550 円 /10a　畑 900 円 /10a

お問い合わせ先　　東部・西部地区活動組織事務局【電話３５－２７７５】

　　　　　　　　　役場農業振興課【電話３５－２１１４】

農
地
・
水
保
全
管
理
支
払
事
業

「
と
ん
ぼ
の
未
来
・
北
の
里
づ
く
り
対
策
」
活
動
実
施
中
！

東部地区活動組織
（旭穂台、高穂、更新、共成、東予）

面　積 交付額

田 １４８，９０５ ３７，９７０

畑 ３２，９９６ ２，９７０

合　計 １８１，９０１ ４０，９４０

西部地区活動組織
（沼田南、中央、北竜、北竜 3、幌比里）

面　積 交付額

田 １３８，７６０ ３５，３８３

畑 ５１，２７４ ４，６１５

合　計 １９０，０３４ ３９，９９８
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フッ素塗布は３月３１日まで！
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　今月は、膝痛の予防・解消に効果的な

★膝すっきりのストレッチ★
を紹介します。

すくすく教室　歯科指導の様子

歯科健診

フッ素塗布

歯科指導

歯科医院 開院時間

近藤歯科医院

本通３丁目４番３号

ＴＥＬ：３５－２５３８

月～金
　９：００～１３：００

１４：３０～１９：００

土 　９：００～１３：００

中神歯科医院

南一条２丁目５番８号

ＴＥＬ：３５－２４５６

月～金
　９：００～１２：００

１４：００～１８：００

保健福祉課

健康グループ

担当：吉田

 
膝の痛みは多くの原因から成り立つものが多く、特に変形性膝関節症は、 

筋力の低下や肥満が原因ですので、筋トレや体重を落とすことが必要です。 

今回は、膝の柔軟性を高めるストレッチを紹介します。 

 

この姿勢で１０秒～３０秒 

程度保持しましょう。 

※呼吸は止めないように行います。 

 

 身体を後ろにゆっ

くり倒していく。 

膝は床につける。 

かかとはおしりの外側に。 

 

【保健福祉課健康グループ　担当：松野】

　沼田町では、小学校就学前のお子さんを対象に、歯科健診・フッ素塗布（無料）を

実施しています。受診券の有効期限が近くなっているので、お忘れなくご活用下さい。

また、ご家族の皆さんもこの機会に、一度歯科健診を受けてみることをお勧めします！

フッ素は歯を強くします！

受診券が見当
たらない方は、
35 － 2120 へご
連絡下さい♪



　沼田消防では期間中、次の行事を実施しますので、皆さんのご協力をお願いします。

①　期間中夜９時にサイレン吹鳴　　②　防火対象物の立入検査　　③　消防団出動訓練

④　全町防火パレード　　⑤　学校、事業所等での避難訓練の実施　　⑥　夜間車両巡回

全 国 統 一 防 火 標 語

消すまでは　心の警報　ＯＮのまま

　消防団は普段、自分の職業を持ちながら、災害時に消火・防災活動、避難誘導、警戒活動な

ど地域のみなさんの安心・安全を守っています。しかし現状は、消防団員数は減少傾向にあり、

団員の高齢化も進んでいます。

　安心して暮らす為には、町民の協力はもちろん、地域に住み、地域を知っている消防団員の

チカラが必要です。沼田消防団ではあなたのチカラを待ってます。

地域の防災ボランティア　消防団員募集

入団資格

　①沼田町に居住し、又は勤務する者

　②年齢１８歳以上の者

　③身体強健な男性

消防団の主な行事・活動

　４月　春の火災予防運動

　７月　沼田消防演習

　９月　沼田消防合同訓練

１０月　秋の火災予防運動

　１月　沼田消防出初式

入団に関するお問い合わせ先：消防団担当まで

大切な家族や財産を守るため、住宅用火災警報器を設置しましょう。

『後にしよう　その油断が　火事になる』

　４月２０日から３０日までの期間、春の火災予防運動が始まります。この運動は、空気が乾

燥し強風が吹くなど火災が発生しやすい気候となる時季を迎えるにあたり、火災予防思想の一

層の普及を図り、火災の発生を防止し、死傷事故や財産の損失を防ぐことを目的としています。

消報
深川地区消防組合

深川消防署

沼田支署予防担当

TEL 35-2050

広報   ぬ  ま  た 

春の火災予防運動が始まります
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沼田警察署あんぜん広場
NumataPolice 
                               TEL ３５- ３１１０

春の全国交通安全運動が実施されます
～お互いに　もてたらいいね　思いやり～

 ４月６日 ( 日 ) から１５日 ( 火 ) までの１０日間、春の全国交通安全運動が実施されます。交
通事故を防止するために、交通ルールについての理解を深め、交通マナーを実践しましょう。
　
　運動の重点は、
１　子どもと高齢者の交通事故防止
２　自転車の安全利用の促進
３　全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用
４　飲酒運転の根絶
 です。交通事故防止のポイントとして特に以下に注意しましょう。

【全ての座席でのシートベルトとチャイルドシートの正しい着用】
　正しい着用が命を守ります。必ず全ての座席でシートベルト (子どもはチャイルドシート )を
着用しましょう。
　シートベルトの適応身長は 135 ～ 140cm 以上です。それより身長の小さな
お子さんはチャイルドシートを使用しましょう。大切な子どもの命を守るた
め、年齢ではなく体型で判断しましょう。　

【子どもと高齢者の交通事故防止】
・通園、通学する子どもたちを交通事故から守るために、家庭や地域の大人     
　が手本となって、基本的なルールやマナーを教え、交通安全意識を高めて
　いきましょう。
・交通事故死者数全体のうち、高齢者が約半数を占めています。ドライバー
　のみなさんは、思いやりのある安全運転を心がけましょう。

１３

「振り込め詐欺」 などの被害を防止しましょう
～　落ち着こう　振り込む前に　相談を　～

  振り込め詐欺などの特殊詐欺の被害に遭わないためには、振り込む前にもう一度よく考えてみ
ることが大切です。
　特に、こんなハナシのときは要注意！
　　①突然、家族から「電話番号が変わった」「お金を用立てて欲しい」という電話が来た
　　②医療費、年金の還付がある、と電話がきた
　　③電話のなかで携帯電話を持ってＡＴＭに行くように指示された
　　④身に覚えのないパンフレットが自宅に送られてきた
　　⑤「高値で買い取る」「必ず儲かる」などと儲けばなしを持ちかけられた
　このような話は、詐欺の可能性が高いです。一人で対応しないで、必ず家族や警察署に相談し
ましょう。

沼田町の事件 ・ 事故の発生状況
犯罪の発生状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２月末現在）

交通事故の発生状況
町内における交通事故件数　　（２月末現在）

人身事故 物損事故

平成 26 年 ０ 平成 26 年 １７

平成 25 年 ０ 平成 25 年 ２１

町民が町外で第１当事者と
なった人身事故件数（２月末現在）

平成 26 年 ０

平成 25 年 ０

事務所荒らし 倉庫荒し 忍び込み 万引き 置引き タイヤ盗 オートバイ盗 軽油・灯油盗 自転車盗 鉄板盗 詐欺 合計

Ｈ２６ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １ ２

Ｈ２５ ０ １ １ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ２
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　今年の冬も春の息吹が聞こえてくる季節になり、ウィンタースポーツの中核施設である高穂スキー場も

営業を終了いたしました。今年も高穂スキー場では、町内外の学校授業やスキー学校のレッスン、スポー

ツクラブのスノーボード教室や体育協会主催の高穂スキー場祭りといった様々な教室やイベントが開催さ

れ、たくさんの方々にご利用いただきました。今年の営業は終了しましたが、高穂スキー場は今後も皆様

に愛されるスキー場を目指していきます！

明日萌の里・ほたるの里歩くスキーの集い

　道北で一番最後の歩くスキーの集いが３月３０日（日）に沼田町で開催

されます！（会場：ほろ新温泉周辺特設コース）コースは２キロ・７キロ・

１３キロの３コースあり、２キロコースは親子で参加するにはちょうどい

い距離です！当日受付も行っていますので、ぜひご参加ください！

まだまだ楽しめます！　歩くスキーで「滑り納め」しませんか？

名残惜しくも・・・

高穂スキー場クローズしました！
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『ゼロ』　堀江　貴文
堀江貴文はなぜ、逮捕され、すべて
を失っても希望を捨てないのか？ 
ふたたび「ゼロ」となった著者が、「働
くこと」の意味とそこから生まれる
「希望」について、ありのままの心
で語る。

『すぎのきとのぎく』　やなせ　たかし
広い野原の真ん中に立つ杉の木。その
根元に寄り添うように咲く野菊。嵐の
晩、杉の木は野菊をかばうように雷に
うたれ、倒れてしまう。悲しみの底に
いた野菊に声をかけたのは…。

『キタキツネのおとうさん』　竹田津　実

家族に餌を運び、外敵から巣穴を守
り、子どもを自立させるために教育
しようと、おとうさんはがんばりま
す。北海道の大自然を背景に描く、
おとうさんキタキツネの子育て奮闘
記。

　春が近づいてくると、行事が色々と入ってきます。

　行事の中でも、卒業式や入学式といった節目の行事

では、写真や映像をきちんと残しておきたいものです

よね。

　そこで、今回は写真の撮り方について載っている本

を紹介します。

　写真を撮るときに、ブレてしまったりピンボケして

しまったりして写真撮影が苦手という方もいるのでは

ないでしょうか。

　今回紹介する本では、一般的なカメラの機能や持ち

方から、基本的な撮り方などが載っています。また、

撮影にこだわる方・可愛く撮りたい方用におすすめの

本も図書館には置いています。

　たとえば、写真を可愛く撮りたいときは逆行や反逆

行をつかってふんわりとした感じにしてみたり、ホワ

イトバランスをつかうとオート設定とは違った雰囲気

の写真を楽しむことができます。

　デジカメや一眼レフの種類によっても機能などは変

わりますが、基本的な使い方などを知りたいときは、

ぜひ図書館の本を活用してみてください。

　写真の撮り方に関する本は図書館にありますので、図

書館に来館された際は、ぜひ手に取ってみてください。

『写真の撮り方
ノート』

広報   ぬ  ま  た 

≪一般書≫
モタさんの“言葉”　　　　　　松本　春野
昭和の犬　　　　　　　　　　 姫野カオルコ
ひと呼んでミツコ　　　　　   姫野カオルコ
恋歌　　　　　　　　　　　   朝井　まかて
潮鳴り　　　　　　　　　　   葉室　麟
老いの戒め　　　　　　　　   下重　暁子
獅子の城塞　　　　　　　　   佐々木　譲
月光の誘惑　　　　　　　　   赤川　次郎
きみはダイジョブ？　　　　   石田　衣良
人生はニャンとかなる！　　   水野　敬也
人生はワンチャンス！　　　   水野　敬也
うた恋い。　４巻　　　　　   杉田　圭
銀の匙　１０巻　　　　　　   荒川　弘
≪児童書≫
ポケモンをさがせ！ベストウィッシュ
　　　　　　　　　　　　     相原　和典
発明大図鑑　　　　       ジュリー・フェリス
ジャッキーのしんゆう　　     あだち　なみ
ぞうはどこへもいかない　     五味　太郎
ヘンテコリンおじさん　　     みやにしたつや
がまんのケーキ　　　　　     かがくいひろし
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　氏　　名　　　　月　日　 年齢　 住所
 大原　菊惠さん　  ２月 14 日　93 歳　沼田１

 尾谷　岩雄さん　  ２月 19 日　81 歳　市内５

 常本　和子さん　  ３月   2 日　81 歳　市内４

おくやみ

人口　3,401人（前月比 －９人） 

（男性　1,602 人　女性　1,799 人） 

65 歳以上　1,303 人（高齢化率 38.3％） 

世帯数　1,584 戸（前月比　-２戸） 

　○総人口増減内訳 

　　増加…転入： ２人　出生： ２人 

　　減少…転出： ８人　死亡： ５人 

（平成 26 年 2 月 28 日現在）
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交通事故死ゼロ

601日

継続中！

（平成 26年 3月 1日現在）
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「まちのこれからを考える会」

ワークショップで進める

　３月５日（水）に、沼田町健康福祉総合センター「ふ
れあい」で、「まちのこれからを考える会」が開かれ
ました。
　「まちのこれからを考える会」は、医療・福祉、住
宅、買い物、移動などの課題に対応する必要がある
事から、今後の沼田町を考え、より住みやすいまち
づくりを目指し、沼田町農村型コンパクトエコタウ
ン整備基本構想の策定に向け、町民からの意見を聞
く為に、町が主催しました。
　全国各地でまちづくりに携わっている構想策定委
託業者の「株式会社Ｓｔｕｄｉｏ‐L」の山崎亮社長
は、「何歳の時、どうありたいか」「その実現の為に
は課題は何か」をテーマに考えてほしいと話がありました。
　町民約５０名の参加者は、９グループに分かれ、「ワークショップ」という話し合いの方法を
用いて、ワークショップの基本ルールである「意見の批判をしない」「話を最後まで聞く」「全
員が意見を出す」「面白い意見に便乗する」を守り、みんなが話しやすい雰囲気を作り出しました。
　各グループでは、一人ひとりが付箋紙に自分の目標を書き、似ている意見をつなげ、関連性
を見出していました。最後の発表では、話し合いの中で、一番盛り上がった内容を他のグルー
プに伝え、「趣味を楽しむためには、仲間や健康を大切にしなければならない」などの意見が出
されました。
　沼田町農村型コンパクトエコタウン整備基本構想は、今回出された意見も参考に、３月末に
完成予定で、４月以降も定期的に勉強会を開催し、町民と共に計画づくりが進められます。

今月号の赤ちゃんです。すくすく育ってね！


